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開館20周年を迎えた図書館で、「古本市」が10月30日か

ら11月６日まで開催されました。これは、図書館で長

年利用されて保存期間を過ぎた本や雑誌、また村民から

寄贈を受けた本などをリサイクルしようと始められ、今

年で10回目を数えます。初日は、目当ての本を求めて

開始時間前から長蛇の列ができたほど。さまざまな本が

会場内に所狭しと並べられ、夜長に読みふける目的でた

くさんの本を抱える人や、絶版となった貴重な一冊を手

にする人など、大勢の読書ファンでにぎわっていました。

広報とうかい　お知らせ版

人・自然・文化が響き合うまち

　　ず～むあっぷ｢まちの風景」／第49回

　　　　　茨城県発明工夫展受賞、秋の

　　　　　褒章・叙勲受章、文化講演会…２

　募集／健康体操・健康教室参加者ほか…３

エトセトラ／登下校中の子どもたちを　　

守りましょう、第33回東海村　　

　　新春マラソン大会交通規制ほか…４

げんきアップ通信／インフルエンザ…７

さわやかインタビュー／大塚正徳さん…８

今年も掘り出し物発見！
10回目を数える古本市
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11月９日、文化祭の一環として「文化講演会」が東海文化

センターで開催されました。これは、各界の文化人･著名

人による講演会を毎年実施するもので、今回は、歌手、女

優、木版画家として幅広く活躍されているジュディ・オン

グさんを講師に迎え、｢輝いて生きる｣と題して行われまし

た。ジュディさんは、1979年に「魅せられて」が大ヒットし、

日本レコード大賞受賞時の裏話をはじめ豊富な体験談など

から、元気に生きる秘
ひ

訣
けつ

を体いっぱいに熱弁され、場内は

笑いの渦に…。来場者は、存分に“魅せられて”いたようです。

平成17年秋の褒章・叙勲が11月２日・３日に発表され、

村内では２人の方が晴れの栄誉に輝きました。精密な機械

加工を長年にわたり精励した功労が認められ、萩野谷泰伸

さん（村松在住、AE機器エンジニアリング株式会社部品製

造部作業主任）が黄綬褒章を、約半世紀にわたり地方教育行

政に注いできた功労が認められ、清水澄夫さん（白方在住、

元白方小学校校長）が瑞宝双光章を受章しました。10日と

16日にそれぞれ伝達式が行われ、天皇陛下にお目にかかる

とともに、ねぎらいのお言葉を頂くことができたそうです。

11月８日、「第49回茨城県発明工夫展」の表彰式が県庁で

行われ、白方小学校６年の小林健太くんが茨城県知事賞を、

同小学校６年の中本亘紀くんが茨城県教育研究会会長賞

を受賞しました。小林くんはゴミ袋の取り替えが容易に行

える「ゴミ袋自動補給式ゴミ箱」、中本くんは常にきれいな

水で筆が洗える「絵の具水取り替え器」の発明作品による受

賞。「これからも便利なものを発明して、生活に役立てた

い」と声をそろえて話してくれました。なお、２人の作品

は「第64回全日本学生児童発明くふう展」へ出品されます。

●秋の褒章・叙勲受章おめでとうございます

●“生活に役立てたい”発明工夫で受賞！

●存分に“魅せられて”文化講演会

左から中本くん発明の「絵の具水取り替え器」、
小林くん発明の「ゴミ袋自動補給式ゴミ箱」

萩野谷さん 清水さん

左から中本くん、小林くん
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12 月の納付

11 月の村内交通事故発生状況
発生件数 死者数 負傷者数

11月中の件数 25 0 36
１月からの累計 235 0 296
前年との比較 －2 －4 －23

募集

はつらつ健康体操
■日 程 等 

■時　　間 午前９時30分～ 11時
■対　　象 おおむね60歳以上の方
■講　　師 植田和子さん（健康運動指導士）
■内　　容 チューブ体操、ストレッチ体操など
■参 加 費 無料

いきいき健康教室
■日 程 等 

■時　　間 午後１時30分～３時
■対　　象 おおむね60歳以上の方
■講　　師 大沢美智子さん（レクリエーショ
ンコーディネーター）
■内　　容 リズム体操､ダンス、ゲームなど
■参 加 費 無料

そ の 他
　①運動のできる服装・靴、タオルをお持ちく
ださい。②ボランティアによる送迎サービス（往
復300円）がご利用になれますので、利用日の２
日前までに社会福祉協議会在宅福祉サービスセ
ンター（☎283-4344）へ申し込みください。

問 合 せ
　東海村（地域型）在宅介護支援センター（☎
287-1121）・東海村（基幹型）在宅介護支援セン
ター（福祉部高齢福祉課内　内線1164）

期　　日 場　　所
平成18年１月13日（金）白方コミュニティセンター
平成18年１月16日（月）村松コミュニティセンター
平成18年１月20日（金）真崎コミュニティセンター
平成18年１月27日（金）舟石川コミュニティセンター

期　　日 場　　所
平成18年１月６日（金）石神コミュニティセンター
平成18年１月11日（水）中丸コミュニティセンター
平成18年１月18日（水）白方コミュニティセンター
平成18年１月25日（水）舟石川コミュニティセンター

健康体操・健康教室参加者募集

納付税目 里川堰土地改良区費第４期分
国民健康保険税第５期分
介護保険料第５期分

受講生募集！
県立水戸産業技術専門学院講座

アクセスマスターコース

　データベースの概念および、データ管理の基

本実習を行うコース１と、実際に業務で使用で

きるアプリケーションソフトを作成するコース

２があります。

●期　　日 コース１…平成18年２月９日

（木）・10日（金）・13日（月）・14日（火）・16

日（木）・17日（金）　コース２…平成18年２

月20日（月）・21日（火）・23日（木）・24日

（金）・27日（月）・28日（火）

●時　　間 午後６時～９時

●場　　所 県立水戸産業技術専門学院

●対　　象 エクセルを使用した経験のある方

で、コース１とコース２を受講できる方（20

人　※応募者多数の場合は抽選）

●受 講 料 5､800円／人（テキスト代含む）

ホームページ作成

　基本的なホームページを作ります。

●期　　日 平成18年１月26日（木）・27日（金）・

30日（月）・31日（火）、平成18年２月２日（木）・３

日（金）

●時　　間 午後６時～９時

●場　　所 県立水戸産業技術専門学院

●対　　象 インターネットを使用したことのあ

る方（20人　※応募者多数の場合は抽選）

●受 講 料 2､900円／人（テキスト代含む）

申し込み・問合せ

　「アクセスマスターコース」の受講を希望する方

は、平成18年１月19日（木）から26日（木）までに、

「ホームページ作成」の受講を希望する方は、平成

18年１月４日（水）から11日（水）までに、いずれも

往復はがきに、講座名、住所、氏名、年齢、職業（会

社名）、電話番号を明記の上、県立水戸産業技術

専門学院（〒311-1131　水戸市下大野町6342 ☎

269-2160）へ申し込みください。



4 ●● 5 4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●4 ●

生きがいデイサービス参加者募集
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
1日(日) 東海病院 282-2188
2日(月) 石井整形外科クリニック 270-5141
3日(火) 東海病院 282-2188
8日(日) 武藤小児クリニック 282-7722
9日(月) 茨城東病院 282-1151
15日(日) 東原クリニック 283-2301
22日(日) 東海病院 282-2188
29日(日) 東海クリニック 283-1711

１月の休日診療日程１月の各種相談
場　　所 心配ごと相談所（総合福祉センター内）
問 合 せ 社会福祉協議会
相談日 時間 相談種別
6日(金) 10：00～ 15：00 心配ごと相談
13日(金) 10：00～ 12：00 心配ごと相談

20日(金)
10：00～ 15：00
（弁護士相談は正午まで）

心配ごと相談（弁護士相談）、行
政相談・人権相談

27日(金) 10：00～ 12：00
心配ごと相談
行政相談・人権相談

エトセトラ
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　東海文化センターのグランドピ
アノを、個人レッスンに使用して
みませんか？
■使用可能日 平成18年１月13日
（金）・20日（金）・27日（金）、平成18年２月１日
（水）・24日（金）、平成18年３月９日（木）・17日
（金）・21日（火）・28日（火）
■時　　間 午後１時から８時まで　※３月
21日（火）は午前10時から午後５時まで
■場　　所 東海文化センター
■対　　象 村内在住・在勤・在学の方
■使 用 料 無料(１人１回１時間、１期間２回まで)
■申し込み・問合せ 平成18年１月４日（水）の
午前９時から、（財）東海村文化・スポーツ振
興財団（東海文化センター内）窓口で受け付け
ます。なお、空きがある場合のみ、午後１時
から電話でも受け付けます。

グランドピアノを弾いてみませんか？

■日 程 等

■時　　間 午前10時～午後２時30分
■対　　象 60歳以上で①独り暮らし②高齢
者世帯③昼間独居――の方などのうち、介護
保険の保険給付を受けていない方
■内　　容 健康体操やレクリエーションなど
■そ の 他 送迎サービス（往復300円）がご利用
になれますので、利用日の２日前までに福祉部
高齢福祉課高齢福祉係へ申し込みください。
■申し込み・問合せ 福祉部高齢福祉課高齢福
祉係（内線1165）

期　　日 場　　所
平成18年１月10日（火）豊 白 集 会 所
平成18年１月12日（木）村 松 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー
平成18年１月16日（月）白 方 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー
平成18年１月19日（木）石 神 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー
平成18年１月20日（金）中 丸 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー
平成18年１月24日（火）舟 石 川 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー
平成18年１月27日（金）豊 白 集 会 所

　県立太田第一高等学校では、定時制課程普通
科の成人特例入学者を募集します。
■試 験 日 平成18年３月７日（火）
■場　　所 県立太田第一高等学校
■対　　象 中学校またはこれに準ずる学校を
卒業し、原則として県内に居住地または勤務
地を有する方かつ平成18年４月１日現在、満
20歳以上の方　

■選抜方法 学力検査は行わず、調査書、作文、
面接および、その他選抜に関する資料を参考
に合格者を決定

■合格発表 平成18年３月14日（火）
■申し込み 平成18年２月３日（金）から７日（
火）までに、県立太田第一高等学校で交付し
ている書類に必要事項を記入し、出身中学校
を経由して申し込みください（詳細について
は、直接お問い合わせください）。

■問 合 せ 県立太田第一高等学校定時制
（〒313-0005　常陸太田市栄町58　☎0294-
72-2115）

定時制課程普通科入学者募集

参加
費

350
円／
回

登下校中の子どもたちを
守りましょう
　過日、広島県、栃木県において下校途中の子

どもの尊い命が奪われるという痛ましい事件が

起きました。現在教育委員会では、学校・保護

者・地域・関係機関と連携し、防犯パトロール

を実施しているところです。住民の皆さんにお

かれましても、子どもたちの安全確保の一環と

して、登下校時に合わせた散歩などによる“見

守り運動”にご協力をお願いします。

●問 合 せ 教育委員会学校教育課企画総務係

（内線1412）
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生活ダイヤル●主な施設の電話番号

東海村役場 282-1711

東海村総合福祉センター「絆
きずな

」

283-2299

地域福祉センター（総合案内・会議室の予約等） （社福）東海村社会福祉協議会内

高齢者センター 282-4300

防災行政無線放送テレホンサービス 0120-42-4848 障害者センター 282-4599

東海村合同庁舎（会議室の予約等） 283-3344 児童センター 306-1017

東海村中央公民館 282-3329 保健センター 282-2797

東海村立図書館 282-3435
救急病院の案内

救急医療情報コントロールシステム 241-4199

東海村青少年センター 282-7049 東海村消防本部・消防署 282-2038

東海村総合体育館 283-0673 東海村石神外宿浄水場（土・日曜日、祝日の断水等の連絡） 282-9200

東海スイミングプラザ 287-0807 小・中・高校生のための心の悩み電話相談室（毎週金・土曜日　午後３時30分～７時） 282-7070

東海村テニスコートクラブハウス 282-8571 東海村姉妹都市交流会館 282-0535 ひたちなか西警察署東海地区交番 287-0110

東海文化センター 282-8511 東海村（基幹型）在宅介護支援センター 287-2516 東海郵便局 282-2001

東海ステーションギャラリー 287-3680 （社福）東海村社会福祉協議会 282-2804 ＪＲ東日本東海駅 282-2008

東海村立東海病院 282-2188 東海村在宅福祉サービスセンター 283-4344 常陸海浜広域斎場 265-7191

東海村清掃センター 282-7289 （社）東海村シルバー人材センター 282-3446 災害情報案内専用ダイヤル 283-4919

　平成18年１月９日（月）に第33回東海村新春

マラソン大会が行われるのに伴ない、選手通過

の予定時刻に合わせ、村内各所で交通規制が実

施されます。当日は、掲載した選手通過予定時

刻、規制実施個所をご参照の上、お出掛けくだ

さい。また、規制実施個所の図中の数字は、全

面通行止め、片面通行止めの実施時間です。「も

みじ通り」「かえで通り」「駅東大通り」の一部で

実施します。通行の際には、現場にいる大会関

係者の指示に従い通行してください。

　なお、今大会のスタート、ゴールは、昨年と

同様に笠松運動公園となります。ご協力の程、

よろしくお願いします。

●期　　日 平成18年１月９日（月）　※雨天

決行

●選手通過予定時刻

●規制実施個所

●問 合 せ 総合体育館

Ｊ
Ｒ
東
海
駅

舟石川十字路

東海中学校

合同庁舎郵便局 真崎十字路

押延十字路

役場

長松院

い
ち
ょ
う
通
り

原電通り

駅東大通り

一部規制

片側通行止め

東海文化
センター

全面通行止め

動燃通り
９：30～12：30

10：30～11：30

原研通り

か
え
で
通
り

も
み
じ
通
り

９：45～10：45

笠松
運動公園

駅西大通り

通り名称 選手通過予定時刻

もみじ通り ９：45 ～ 10：50

原電通り ９：50 ～ 12：15

かえで通り ９：55 ～ 12：25

動燃通り 10：10 ～ 11：20

いちょう通り 10：20 ～ 11：55

交通規制にご協力ください！
第33回東海村新春マラソン大会

　冬の寒い時期には、水道の凍結事故が多発し

ます。水道管が破裂などすると、高い修理費用

をご負担いただくことになります。凍結させな

いために①メーターボックスに発泡スチロール

などの保温材を入れる（保温材に布類を使用す

ると水分を含み余計凍結しやすくなります）②

むき出しになっている水道管に保温材を巻き

付ける③外にある散水栓の水抜きをする――な

ど、水道の冬支度をするように心掛けましょう。

●問 合 せ 建設水道部水道課業務係（内線

1153）

冬本番です　
水道の凍結にご注意！

教育ローンと
利子補給制度
　茨城県および県内の市町村の出資によって設

立されている（財）茨城県勤労者育英基金では、

労働金庫の低利な教育ローンの利用者に、一定

の利子補給を行っています。

ろうきんの教育ローン

●融 資 額 最高300万（労金の会員の方は500

万円まで）　一括融資または分割融資

●金　　利 年1.90％（固定金利、特別金利・

返済期間15年以内。利率は平成17年11月１

日現在。保証料は個人負担）　

●返済期間 15年以内（在学中の元金返済据え

置き可能）

●保　　証 茨城県労働者信用基金協会の保証

育英基金の利子補給額

　子どもの在学中（最長４年）、子ども１人当たり

100万円（１世帯当たり300万円）までの融資に対

し､年１％の利子補給を受けることが可能です。

申し込み・問合せ

　（財）茨城県勤労者育英基金（☎231-0235）、中央

労働金庫大みか支店（☎0294-53-1818）
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１月の健康相談
場　　所 保健センター（総合福祉センター内）
問 合 せ 保健センター
●健康相談 相談名 日時

母子健康相談
26日（木）

９：30 ～ 11：00
　（乳幼児身体測定、育児相談） 13：00 ～ 14：00
元気アップ健康相談

26日（木）
９：30 ～ 11：00

　（健康に関する相談） 13：00 ～ 14：00
●乳幼児健診 健診名 日時 対象児

乳児 11日（水）13：15 ～ 14：00 平成17年８月生まれの子

１歳６か月児 12日（木）13：15 ～ 14：00 平成16年６月生まれの子
３歳児 13日（金）13：15 ～ 14：00 平成14年11月生まれの子
２歳半歯科 19日（木）13：15 ～ 14：00 平成15年６月生まれの子

●乳幼児教室 教室名 日時 対象児
こどもクラブ 19日（木）９：30 ～ 11：00 おおむね２歳児
赤ちゃん教室 25日（水）13：20 ～ 15：00 平成17年10月生まれの子

●妊婦教室 教室名 日時 内容

ハローベビー
スクール

18日（水）９：30 ～ 15：00
助産師・栄養士の講話
歯科検診など

21日（土）９：30 ～ 11：30 妊婦体操・呼吸法

28日（土）９：30 ～ 11：30
赤ちゃんのお風呂の入れ方、
パパの妊婦体験など

※21日と28日は、ご家族も一緒に参加できます。

施設等の年末年始の休み
施設等名 電話番号 休日

東 海 村 役 場 282-1711

12月29日（木）～１月３日（火）

東 海 病 院 282-2188

青 少 年 セ ン タ ー 282-7049

中 央 公 民 館 282-3329

総 合 体 育 館 283-0673

村テニスコートクラブハウス 282-8571

東 海 文 化 セ ン タ ー 282-8511
12月28日（水）～１月３日（火）

東海ステーションギャラリー 287-3680

図 書 館 282-3435 12月28日（水）～１月４日（水）

東 海 村 合 同 庁 舎 会 議 室 283-3344 12月29日（木）～１月３日（火）

石神コミュニティセンター 283-2868

12月28日（水）～１月３日（火）

村松コミュニティセンター 282-9944

白方コミュニティセンター 287-3534

真崎コミュニティセンター 283-4477

中丸コミュニティセンター 287-2128

舟石川コミュニティセンター 283-1951

東海村姉妹都市交流会館 282-0535

清 掃 セ ン タ ー 282-7289 12月30日（金）～１月３日（火）

リサイクルプラザとうかい 282-4439 12月28日（水）～１月４日（水）

衛生センター (し尿くみ取り) 287-2600 12月29日（木）～１月３日（火）

最 終 埋 め 立 て 処 分 場 283-3890 12月31日（土）～１月３日（火）

（社）シルバー人材センター 282-3446
12月29日（木）～１月３日（火）

（社 福）社 会 福 祉 協 議 会 282-2804

総 合 福 祉 セ ン タ ー「絆
きずな

」283-2299 12月28日（水）～１月３日（火）

高齢者センター入浴施設 282-4300 12月28日（水）～１月９日（月）

長 堀 す こ や か ハ ウ ス 283-3664
12月29日（木）～１月３日（火）

須 和 間 霊 園 管 理 事 務 所 283-3060

常 陸 海 浜 広 域 斎 場 265-7191 １月１日（日）～１月３日（火）

１月の東海文化センター催し物案内
期日 催し物 開演 主催 入場料
７日（土） 平成18年東海村成人の集い 10：00 東海村成人の集い実行委員会 招待

15日（日） 爆笑ライブ2006 ｉｎ Ｔｏｋａｉ 14：00

(財)東海村文化・
スポーツ振興財団

全席指定
2､500円

29日（日）

デジタルシネマ機材説明会 10：00
無料

（要事前申込）
デジタルシネマ上映会
「ウィニング・パス」
「野口雨情　童謡のふるさと」

13：00 無料

　いつも『広報とうかい』をご愛読いただきまし
て、ありがとうございます。発足50周年を迎え
た東海村は、これまで以上に「人・自然・文化
が響き合うまち｣を目指し、さまざまな分野に
おいて住民の皆さん一人ひとりが主役となるよ
うなまちづくりを進めています。『広報とうか
い』には、皆さんと行政との懸け橋として、住
民の皆さんの素顔や声を紹介するコーナーがあ
りますので、どうぞご参加ください！

　毎月10日発行号の表紙と裏表紙。村内在住
の親子のふれあいをモチーフとした写真が表紙
に、さらに子育てに関するエッセーが裏表紙に
掲載されます。お子さんの成長の記念にいかが
ですか？

　毎月10日発行号の俳句・短歌・川柳のコー
ナー。掲載をご希望の方は、はがきに住所、氏
名、電話番号を明記の上、掲載希望号の発行１
か月前までに届くように、かい書（読みにくい
漢字にはルビを付けて）で作品をお送りくださ
い。応募多数の場合は先着順で締め切りとなり
ます。なお、応募作品には一部添削をすること
がありますので、ご了承ください。

　毎月25日発行号の裏表紙。応募条件は、村内
在住の20代・独身の方。編集員が責任を持って
インタビューしますので、地域での活動など、
アピールしたい方の登場をお待ちしています。

　上記コーナーへの登場のご希望や、掲載記事
に関する質問などがありましたら、企画総務部
自治推進課広報係（内線1342）までお寄せくだ
さい。

表紙・わが家の子育て奮戦記

文芸とうかい

さわやかインタビュー

申し込み・問合せ

編集部からの
お知らせ

広報とうかい　
人・自然・文化が響き合うまち
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「
手
洗
い
・
う
が
い
が
基
本
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
予
防
か
ら
」は
、

国
・
県
で
掲
げ
て
い
る
今
年
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
標
語
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予
防
に

は
、
手
洗
い
や
う
が
い
が
有
効
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
は
行
っ
て
い
ま
す
か
。
分
か
っ

て
い
て
も
い
ざ
実
行
す
る
と
な
る
と

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
風
邪

予
防
と
併
せ
て
手
洗
い
、
う
が
い
を

日
ご
ろ
か
ら
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
特
に
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
を

も
っ
て
い
る
人
や
、
疲
労
気
味
、
睡

眠
不
足
の
人
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
っ
た
と
き
に
重
症
化
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
何
か
と
忙

し
い
季
節
で
す
が
、
し
っ
か
り
休
養

を
取
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
乾
燥
に
よ
り
咽い

ん

頭と
う

粘
膜
の

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
防
御
反
応
が

低
下
す
る
か
ら
で
す
。
人
込
み
の
多

い
と
こ
ろ
へ
の
外
出
を
な
る
べ
く
避

け
、
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
利
用
し

た
り
、
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使

っ
た
り
し
て
適
度
な
湿
度（
50
〜
60

％
）
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
水

分
を
十
分
に
取
る
こ
と
、
日
ご
ろ
か

ら
バ
ラ
ン
ス
良
く
栄
養
を
取
る
こ
と

な
ど
も
大
切
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
と
異

な
り
、
38
度
か
ら
40
度
の
高
熱
と
と

も
に
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
悪
寒
、
頭

痛
、
倦け

ん

怠た
い

感
な
ど
の
全
身
症
状
が
現

れ
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

っ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
医

療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。今
は
、

ウ
イ
ル
ス
に
直
接
作
用
し
、
増
殖
を

抑
え
る
良
い
薬
が
あ
り
ま
す
。
発
病

か
ら
48
時
間
以
内
の
服
用
が
最
も
効

果
的
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
医

師
が
処
方
す
る
薬
を
早
期
に
飲
み
始

め
れ
ば
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、睡
眠
を
十
分
に
取
っ
て
、

脱
水
症
状
に
な
ら
な
い
よ
う
水
分
補

給
に
も
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
問

合

せ 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

282
局
２
７
９
７
）

45

１月の資源物・ごみ分別収集日割表
資源物 （単位：日） 燃えないごみ・粗大ごみ・有害ごみ （単位：日）
宿・照沼・晴嵐荘・サイクル機構太田・サイク
ル機構箕輪の各区

４・18
押延・須和間・船場・原研荒谷台の各区 ４・18
内宿１・内宿２・竹瓦の各区 ５・23

真崎・原研荒谷台の各区 ５・19 真崎区、真砂寮、権現山寮 ６・20
川根・押延・須和間・船場の各区 ６・20 外宿１・外宿２・舟石川３・原電滝坂・長堀１・長堀２の各区、長堀寮、

石橋向住宅
12・26

緑ヶ丘・南台の各区 10・23
白方・岡・サイクル機構百塚の各区 11・24 緑ヶ丘・南台の各区 10・24
舟石川１・舟石川２の各区 12・25 豊岡・百塚・亀下・豊白の各区 11・25
舟石川中丸・原電滝坂・長堀１・長堀２の各区 13・26 白方・岡・サイクル機構百塚の各区 13・27
豊岡・百塚・豊白の各区 13・27 舟石川１区 16・26
内宿１・内宿２・舟石川３の各区 16・30 宿・照沼・川根・晴嵐荘・サイクル機構太田・サイクル機構箕輪の各区 17・31
外宿１・外宿２・竹瓦・亀下の各区 17・31 舟石川２・舟石川中丸の各区 19・30

燃えるごみ

月・木曜日
宿・真崎・白方・豊岡・照沼・川根・岡・押延・須和間・亀下・晴嵐荘・サイクル機構太田・サイクル機構箕輪・
サイクル機構百塚・原研荒谷台・緑ヶ丘・南台の各区、真砂寮、権現山寮

火・金曜日
百塚・船場・外宿１・外宿２・内宿１・内宿２・竹瓦・舟石川１・舟石川２・舟石川３・舟石川中丸・原電滝坂・
長堀１・長堀２・豊白の各区、長堀寮、石橋向住宅

問 合 せ　清掃センター

■日　　時 平成18年１月８日（日）　午前９時30分
■場　　所 東海文化センター前駐車場ほか
■内　　容 ①茨城県防災航空隊消火訓練　②南
台保育園・宿幼稚園・舟石川幼稚園・サンフラ
ワーこどもの森保育園の園児による「幼年消防
クラブ演技」　③石神小学校少年消防クラブ・
婦人防火クラブ・自主防災クラブ・原子力事業
所による「消火訓練」　④第４分団による「消防
団操法」訓練　⑤救助訓練

■サイレン吹鳴 午前７時から２分間、消防団員招
集のサイレンを消防署と各消防分団で鳴らします。

う回路至日立

至水戸

至
国
道
６
号

至
国
道
２
４
５
号

東海南中学校

東
海
高
等
学
校

中　央
公民館

図書館

東海文化
センター

東海スイミ
ングプラザ

総　合
体育館

東海会館

ＪＡひたちなか
東海支店

交通規制区間(午前８時から正午まで)

■問 合 せ 詳細については、消防本部消防課消
防係へお問い合わせください。

平成18年東海村消防出初式
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水
戸
藩
の
編
年
史
で
あ
る『
水
戸
紀
年
』
天
和
３

（
１
６
８
３
）
年
の
記
事
に
、「
村
松
山
虚
空
蔵
の
瀧

た
き
の
ぼ
う坊

と
前

ま
え
の
ぼ
う坊

の
両
別
当
が
縁
起
の
偽
造
を
め
ぐ
っ
て
争
論
を

し
た
の
で
徳
川
光
圀
は
両
別
当
を
追
放
し
、
修し

ゅ

験げ
ん

道ど
う

行
ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

太
田
村
龍
蔵
院
を
正
別
当
瀧
坊
に
任
命
し
た
」
と
あ

り
ま
す
。
翌
年
の
貞
享
１（
１
６
８
４
）年
に
光
圀
は
聖

し
ょ
う

護ご

院い
ん

道
尊
法
親
王
に
お
願
い
し
て
、
長
谷
密
蔵
院
を
大

先せ
ん

達だ
つ

、
森
合
南
窓
院
、
村
松
龍
蔵
院
、
真
弓
徳
善
院
を

年
行
事
に
任
命
し
て
久
慈
・
多
珂
・
那
珂
三
郡
の
山
伏

の
支
配
に
当
た
ら
せ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
龍
蔵
院
は

光
圀
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

石
川
久ひ

さ

徴よ
し

の『
桃と

う

蹊け
い

雑ざ
つ

話わ

』に
、
次
の
よ
う
な
話
が
み

え
ま
す
。「
義
公
が
隠
居
し
た
の
ち
の
こ
と
、
内
藤
右

京
大
夫
が
参
勤
交
代
を
終
え
て
国
も
と
の
岩
代
へ
の
帰

途
、
村
松
龍
蔵
院
の
と
こ
ろ
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
龍
蔵
院
は
し
か
る
べ
き
盆
石
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
郡
奉
行
岡
見
弥
次
衛
門
所
有
の
盆
石
を
借
り

て
飾
っ
て
置
い
た
。
内
藤
侯
は
こ
の
盆
石
を
大
層
気
に

入
り
、龍
蔵
院
に
秘
蔵
の
も
の
だ
ろ
う
が
無
心
し
た
い
、

と
い
っ
た
。
龍
蔵
院
は
お
ほ
め
く
だ
さ
っ
た
の
は
う
れ

し
い
が
、
こ
の
品
は
借
り
物
な
の
で
貸
し
主
に
相
談
し

て
か
ら
返
事
し
ま
す
、と
い
っ
た
。
す
る
と
内
藤
侯
は
、

あ
な
た
の
趣
味
は
な
に
か
、
と
聞
く
の
で
馬
と
石
に
興

味
が
あ
り
ま
す
と
答
え
た
。
そ
の
後
も
内
藤
侯
は
、
し

き
り
に
盆
石
を
ほ
め
続
け
、
翌
朝
は
明
け
方
に
出
立
し

た
。
龍
蔵
院
は
門
前
ま
で
見
送
り
、
も
ど
っ
て
見
れ
ば

盆
石
が
な
く
奉
書
に『
思
ひ
き
や
遠
き
さ
か
ひ
の
海
山

を
手
に
と
る
石
の
上
に
見
む
と
は
』
の
和
歌
と
石
の
主

人
に
よ
ろ
し
く
と
の
書
き
置
き
が
あ
っ
た
。
龍
蔵
院
は

驚
い
て
岡
見
弥
次
衛
門
に
知
ら
せ
る
と
、
ぜ
ひ
も
な
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
義
公
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
と
義

公
は『
お
も
ひ
き
や
遠
き
さ
か
ひ
の
こ
と
の
葉
を
手
に

と
る
文
の
上
に
見
む
と
は
』
の
歌
を
よ
み
、
こ
れ
を
持

っ
て
岩
城
に
行
け
、
と
い
う
の
で
、
そ
う
す
る
と
内
藤

侯
は
種
々

ご
ち
そ
う
し
、
帰
り
に
は
鞍く

ら

置お
き

馬う
ま

を
贈
っ
た
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
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茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
名
誉
教
授

志
田　

諄
一

２
０
０
５
年
の
さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
締
め
く

く
っ
て
く
れ
る
の
は
、
水
戸
北
社
会
保
険
事
務
所
に
臨

時
職
員
と
し
て
勤
め
る
大
塚
正
徳
さ
ん（
20
歳
）で
す
。

国
家
公
務
員
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
大
塚
さ
ん

は
、
職
場
体
験
を
し
て
お
こ
う
と
今
年
の
４
月
か
ら
勤

め
始
め
、
国
家
公
務
員
３
種
に
も
合
格
し
準
備
万
端
と

の
こ
と
。
臨
時
職
員
と
い
っ
て
も
そ
の
職
務
は
多
忙
を

極
め
、
昼
食
を
取
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
仕
事
に
追

わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
大
塚
さ
ん
の
趣

味
は〝
料
理
〞だ
そ
う
で
、
高
校
生
の
と
き
に
３
年
間
の

寮
生
活
か
ら
独
学
で
覚
え
た
の
だ
と
か
。
最
も
得
意
と

す
る
料
理
を
尋
ね
る
と
、「
チ
ャ
ー
ハ
ン
で
す
」と
即
答
。

「
ご
飯
を
パ
ラ
パ
ラ
に
す
る
の
は
自
信
が
あ
り
ま
す
」と

う
れ
し
そ
う
に
話
す
彼
は
、
み
ん
な
か
ら
の「
お
い
し

い
」の
一
言
が
活
力
源
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

最
後
に
、「
２
０
０
６
成
人
の
集
い
」実
行
委
員
長
の

肩
書
き
も
持
つ
大
塚
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「
新
成
人
の
皆
さ
ん
、１
月
７
日
に
集
結
し
ま
し
ょ
う
」。

明和２（1765）年の龍蔵院の
筆跡（岐阜県歴史資料館蔵）

さ
わ
や
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
おお

塚
つか

正
まさ

徳
のり

さ
ん

（豊岡）
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